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技
ぎ

術
じゅつ

と伝
でん

統
とう

を今
いま

につなぐ

日
に

本
ほん

の紙
かみ

紙
かみ

を単
たん

なる伝
でん

達
たつ

・記
き

録
ろく

の手
しゅ

段
だん

としてだけではなく、
多
た

彩
さい

な用
よう

途
と

で使
つか

いこなしてきた日
に

本
ほん

人
じん

は、その知
ち

恵
え

を現
げん

代
だい

に引
ひ

き継
つ

ぎ、
新
あたら

しい可
か

能
のう

性
せい

を生
う

み出
だ

している。
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物
もの

語
がたり

』には、「外
がい

国
こく

の紙
かみ

はもろい」という記
き

述
じゅつ

もあり、
当
とう

時
じ

から和
わ

紙
し

の強
つよ

さは認
にん

識
しき

されていました。
この特

とく

徴
ちょう

は、製
せい

法
ほう

にも起
き

因
いん

します。和
わ

紙
し

は、植
しょく

物
ぶつ

から取
と

り出
だ

した長
なが

い繊
せん

維
い

を均
きん

一
いつ

にしっかり絡
から

ませる
ために、水

みず

の中
なか

に、繊
せん

維
い

と、「ネリ」というトロロア
オイなどの植

しょく

物
ぶつ

の粘
ねん

液
えき

を混
ま

ぜ合
あ

わせて漉
す

く「流
なが

し漉
ず

き」という技
ぎ

法
ほう

でつくります。この技
ぎ

法
ほう

は、長
なが

い繊
せん

維
い

を絡
から

み合
あ

わせ何
なん

度
ど

も漉
す

くので、丈
じょう

夫
ぶ

で均
きん

一
いつ

な紙
かみ

を
つくりやすい。西

せい

洋
よう

では、12世
せい

紀
き

半
なか

ばから紙
かみ

づくり
の技

ぎ

術
じゅつ

が広
ひろ

がり、原
げん

料
りょう

は麻
あさ

から木
も

綿
めん

に変
か

わりました
が、「溜

た

め漉
ず

き」という手
しゅ

法
ほう

でつくられていました。
繊
せん

維
い

が短
みじか

く、水
すい

中
ちゅう

での分
ぶん

散
さん

がよい原
げん

料
りょう

に適
てき

していま
すが、漉

す

くのは一
いち

度
ど

だけなので、破
やぶ

れやすく、出
で

来
き

上
あ

がりにばらつきがある紙
かみ

ができやすかったのです。

日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を育
はぐく

んだ和
わ

紙
し

「流
なが

し漉
ず

き」の技
ぎ

法
ほう

は奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

（710～784）には確
かく

立
りつ

され
たといわれています。当

とう

時
じ

、
国
こっ

家
か

事
じ

業
ぎょう

として仏
ぶっ

教
きょう

を広
ひろ

める
ために、経

きょう

文
もん

を書
しょ

写
しゃ

する紙
かみ

を
大
たい

量
りょう

に必
ひつ

要
よう

としており、原
げん

料
りょう

であるコウゾの栽
さい

培
ばい

を奨
しょう

励
れい

し、
紙
かみ

づくりの技
ぎ

術
じゅつ

を全
ぜん

国
こく

に広
ひろ

め
たのです。世

せ

界
かい

最
さい

古
こ

の印
いん

刷
さつ

物
ぶつ

といわれる「百
ひゃく

万
まん

塔
とう

陀
だ

羅
ら

尼
に

」

和
わ

紙
し

の始
はじ

まり

中
ちゅう

国
ごく

から日
に

本
ほん

に紙
かみ

が伝
つた

わったのは、７世
せい

紀
き

初
しょ

頭
とう

と
いわれています。当

とう

時
じ

の紙
かみ

は麻
あさ

でつくられていまし
たが、麻

あさ

の繊
せん

維
い

は非
ひ

常
じょう

に長
なが

く強
きょう

靭
じん

なため、切
き

ったり
叩
たた

いたりして繊
せん

維
い

をほぐす作
さ

業
ぎょう

にとても手
て

間
ま

がかか
ります。そのため、ほどなくして、繊

せん

維
い

がほぐれや
すいコウゾ、ガンピ、ミツマタといった日

に

本
ほん

原
げん

産
さん

の
植
しょく

物
ぶつ

を原
げん

料
りょう

とするようになりました。
コウゾからは強

つよ

くてしなやかな紙
かみ

、ガンピからは
密
みつ

度
ど

が詰
つ

まった光
こう

沢
たく

のある紙
かみ

、ミツマタからは平
たい

ら
で光

こう

沢
たく

のある紙
かみ

ができます。和
わ

紙
し

を光
ひかり

にかざすと繊
せん

維
い

が複
ふく

雑
ざつ

に絡
から

んでいることがわかります。この繊
せん

維
い

が長
なが

いほど結
けつ

合
ごう

が強
つよ

まり、丈
じょう

夫
ぶ

な紙
かみ

ができるのです。
コウゾの紙

かみ

は10㎜ほど、ガンピやミツマタの紙
かみ

は５
㎜ほどの長

なが

さの繊
せん

維
い

が絡
から

み合
あ

っています。
和
わ

紙
し

の重
じゅう

量
りょう

が軽
かる

く、質
しつ

感
かん

がふわっとやわらかいの
は、繊

せん

維
い

が重
かさ

なり、空
くう

気
き

の層
そう

を含
ふく

んだ立
りっ

体
たい

構
こう

造
ぞう

だか
らです。そのため、繊

せん

細
さい

に見
み

えながら、破
やぶ

れにくく、
応
おう

用
よう

力
りょく

もある。11世
せい

紀
き

初
しょ

頭
とう

成
せい

立
りつ

と伝
つた

えられる『源
げん

氏
じ

紙
かみ

と日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

～和
わ

紙
し

の伝
でん

統
とう

と進
しん

化
か

する紙
かみ

～

談話●杉原吉直　写真●栗林成城　協力●杉原商店

暮
く

らしの中
なか

で紙
かみ

を活
かつ

用
よう

してきた日
に

本
ほん

人
じん

は、独
どく

自
じ

の紙
かみ

文
ぶん

化
か

を培
つちか

ってきた。
紙
かみ

と豊
ゆた

かな関
かん

係
けい

を築
きず

いてきた日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

をひもとく。

左／貴族の生活を描いた文学作品の絵巻物『源氏物語絵巻
　夕霧』12世紀（所蔵＝五島美術館）
右／高さ20㎝ほどの小塔「百万塔」（上）に、和紙に書い
た経文「百万塔陀羅尼」（下）が納められている（個人蔵）

（770）は、百
ひゃく

万
まん

個
こ

もの小
しょう

塔
とう

に経
きょう

文
もん

を納
おさ

めたものです
が、このように膨

ぼう

大
だい

な枚
まい

数
すう

の経
きょう

文
もん

をつくれたのも、
流
なが

し漉
ず

きの技
ぎ

術
じゅつ

が確
かく

立
りつ

されていたからと考
かんが

えられま
す。
平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

（794～1192）には貴
き

族
ぞく

文
ぶん

化
か

が成
せい

熟
じゅく

し、か
な文

も

字
じ

の発
はつ

明
めい

により和
わ

歌
か

や物
もの

語
がたり

が生
う

み出
だ

され、それ
に合

あ

った紫
むらさき

や藍
あい

、紅
べに

などで染
そ

めた紙
かみ

、金
きん

銀
ぎん

を散
ち

らし
た華

か

麗
れい

な紙
かみ

ができました。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

（1603～1867）
になると、版

はん

画
が

技
ぎ

術
じゅつ

が確
かく

立
りつ

したため、幕
ばく

府
ふ

お抱
かか

えの
絵
え

師
し

による作
さく

品
ひん

だけでなく、現
げん

代
だい

の新
しん

聞
ぶん

やポスター
にあたる瓦

かわら

版
ばん

や浮
うき

世
よ

絵
え

も発
はっ

行
こう

されるようになり、紙
かみ

は一
いっ

般
ぱん

の人
ひと

びとに身
み

近
ぢか

なものとなりました。

暮
く

らしの中
なか

で生
い

きる和
わ

紙
し

暮
く

らしのさまざまな用
よう

途
と

に紙
かみ

が使
つか

われていったの
も、和

わ

紙
し

が丈
じょう

夫
ぶ

で美
うつく

しく、汎
はん

用
よう

性
せい

の高
たか

い紙
かみ

であった
からでしょう。
和
わ

風
ふう

建
けん

築
ちく

には、障
しょう

子
じ

や襖
ふすま

はなくてはならないもの
ですが、いずれも和

わ

紙
し

が使
つか

われています。障
しょう

子
じ

に貼
は

られた和
わ

紙
し

は優
やさ

しく光
ひかり

を通
とお

し、自
し

然
ぜん

の息
いき

遣
づか

いを穏
おだ

や
かに伝

つた

えます。襖
ふすま

には美
うつく

しく装
そう

飾
しょく

された紙
かみ

を使
つか

い、
空
くう

間
かん

を引
ひ

き立
た

てます。
また、和

わ

紙
し

に柿
かき

渋
しぶ

漆
うるし

や油
あぶら

を塗
ぬ

ると水
みず

をはじき、強
きょう

度
ど

が出
で

るため、器
うつわ

や雨
あま

傘
がさ

、服
ふく

といった生
せい

活
かつ

用
よう

品
ひん

もつ
くられました。正

しょう

月
がつ

の凧
たこ

や五
ご

月
がつ

の鯉
こい

のぼり*1、七
たな

夕
ばた
*2

などの年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

、カルタ*3や双
すご

六
ろく
*4などの玩

がん

具
ぐ

、神
しん

仏
ぶつ

の祭
さい

礼
れい

用
よう

の飾
かざ

りにも、切
き

ったり折
お

ったり貼
は

り合
あ

わせ
たり、柔

じゅう

軟
なん

に対
たい

応
おう

できる和
わ

紙
し

は日
に

本
ほん

人
じん

の暮
く

らしのす
みずみに広

ひろ

がり、そのいくつかは現
げん

代
だい

にまで残
のこ

って
います。
和
わ

紙
し

の代
だい

表
ひょう

的
てき

な産
さん

地
ち

は、ユネスコの無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

された本
ほん

美
み

濃
の

紙
し

（岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

）、石
せき

州
しゅう

半
ばん

紙
し

（島
しま

根
ね

県
けん

）、細
ほそ

川
かわ

紙
し

（埼
さい

玉
たま

県
けん

）のほか、武
ぶ

家
け

の公
こう

文
ぶん

書
しょ

用
よう

の高
こう

級
きゅう

紙
し

をつくっていた越
えち

前
ぜん

和
わ

紙
し

（福
ふく

井
い

県
けん

）、豊
ほう

富
ふ

な種
しゅ

類
るい

の和
わ

紙
し

をつくる土
と

佐
さ

紙
し

（高
こう

知
ち

県
けん

）などがあります。紙
かみ

づくりは大
たい

量
りょう

の水
みず

を使
つか

うので、産
さん

地
ち

は水
みず

のきれいな
自
し

然
ぜん

に恵
めぐ

まれた地
ち

にあり、代
だい

々
だい

技
ぎ

術
じゅつ

を受
う

け継
つ

ぐ職
しょく

人
にん

に支
ささ

えられています。福
ふく

井
い

県
けん

には世
せ

界
かい

で唯
ゆい

一
いつ

の紙
かみ

の
神
かみ

を祀
まつ

った神
じん

社
じゃ

さえあり、職
しょく

人
にん

たちは神
かみ

に守
まも

られて
いることをよりどころに和

わ

紙
し

づくりを続
つづ

けています。

和紙の製作風景。絶妙な手わざで紙を漉き（左）、漉いた
紙を天日干しする（右）（写真＝美濃市役所、中田昭）

京都・下鴨神社の鳥居に結ばれた紙垂（しで。白
い紙を折ったもの）。2-3頁の切紙と同様、神域を
表す印として飾られる（写真＝中田昭）

杉原吉直（すぎはら・よしなお）
㈱杉原商店代表取締役。越前和紙
問屋「杉原商店」の10代目として、
産地に根ざした手づくり和紙の企
画、製造、販売を手がける。イン
クジェットプリンター対応の和紙
など、伝統を守りつつも、時代に
対応した新しい和紙を発信してい
る
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和
わ

紙
し

の未
み

来
らい

を切
き

り開
ひら

く

手
て

仕
し

事
ごと

の和
わ

紙
し

は、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

（1868～1912）に機
き

械
かい

で大
たい

量
りょう

生
せい

産
さん

ができる洋
よう

紙
し

が輸
ゆ

入
にゅう

されて以
い

来
らい

、生
せい

産
さん

量
りょう

が減
へ

り続
つづ

けています。しかし、洋
よう

紙
し

は、繊
せん

維
い

の長
なが

さ
が１㎜ほどの木

もく

材
ざい

パルプを薬
やく

品
ひん

で固
かた

めるため、大
たい

量
りょう

生
せい

産
さん

はできますが、破
やぶ

れやすく、用
よう

途
と

も限
かぎ

られてい
ます。和

わ

紙
し

の技
ぎ

術
じゅつ

と特
とく

徴
ちょう

は、現
げん

代
だい

の生
せい

活
かつ

にも十
じゅう

分
ぶん

に
対
たい

応
おう

できるものです。例
たと

えば、日
に

本
ほん

の紙
し

幣
へい

は印
いん

刷
さつ

技
ぎ

術
じゅつ

の高
たか

さで知
し

られていますが、平
へい

滑
かつ

ながら丈
じょう

夫
ぶ

なミ
ツマタを材

ざい

料
りょう

に使
つか

ったり、偽
ぎ

造
ぞう

防
ぼう

止
し

に和
わ

紙
し

職
しょく

人
にん

が開
かい

発
はつ

した「透
す

かし」を使
つか

ったり、和
わ

紙
し

の長
ちょう

所
しょ

を取
と

り入
い

れ
ていることを知

し

る人
ひと

は少
すく

ないのではないでしょうか。
和
わ

紙
し

の魅
み

力
りょく

を知
し

ってもらうために、私
わたし

はパリ、ロ
ンドン、ミラノなど海

かい

外
がい

の展
てん

示
じ

会
かい

にもよく出
しゅっ

展
てん

しま
すが、和

わ

紙
し

を使
つか

った製
せい

品
ひん

を見
み

せると、自
し

然
ぜん

の材
ざい

料
りょう

で
さまざまな使

つか

い方
かた

ができることに驚
おどろ

かれます。最
さい

近
きん

では、原
げん

料
りょう

に木
もく

材
ざい

パルプやレーヨンを混
ま

ぜたり、手
て

漉
す

きと同
どう

様
よう

の技
ぎ

法
ほう

で機
き

械
かい

漉
す

きをしたりし、インテリ
ア用

よう

の和
わ

紙
し

やインクジェットプリンター対
たい

応
おう

の和
わ

紙
し

を開
かい

発
はつ

するなど、新
あたら

しい挑
ちょう

戦
せん

をしています。
和
わ

紙
し

の可
か

能
のう

性
せい

はまだまだ広
ひろ

がり続
つづ

けています。こ
れからも、和

わ

紙
し

の伝
でん

統
とう

を受
う

け継
つ

ぎながら、暮
く

らしに
寄
よ

り添
そ

う新
あたら

しい紙
かみ

と、その意
い

外
がい

な用
よう

途
と

が生
う

まれてい
くにちがいありません。

光
ひかり

と空
くう

間
かん

の共
きょう

鳴
めい

和
わ

紙
し

がつくり出
だ

す

７頁／カーテン型の和紙の中に照明を入れたパリの「ゲラン」
のショップディスプレー。2014年（デザイン・制作＝Jörg 
Gessner、写真提供＝杉原商店）

下／強靭な手漉き和紙に、江戸からかみの技術で美しい草花の
文様を摺りあげてつくられた屛風（写真提供＝東京松屋）

和紙を通したやわらかい光は、空間をやさしく照らし出す
上／京都迎賓館・藤の間の天井照明（写真＝pixta）
下／７色の糸を漉き込んだ和紙のゲート「虹光（こうこう）」
（2012年堀木エリ子展）（写真＝淺川 敏）

＊１　鯉のぼり：５月５日に男の子の成長を祝って立てる鯉形ののぼり
＊２　七夕：７月７日に、願い事を書いた短冊をササに飾る風習
＊３　カルタ：小さな長方形の厚紙に絵や文字などが書かれた遊戯用の
札
＊４　双六：線描きで升目を区切り、絵を描き入れた紙に駒を置き、サ
イコロを振って出た目の数だけ駒を進める遊び



淡い色みを加えて漉いた和紙で、月の満ち欠け
を表現したタペストリー。手漉きの和紙を使っ
た空間演出の第一人者で、国内外の建築空間を
手がける堀木エリ子の作品（石川県・花紫 レ
ストラン　写真＝新建築社写真部）
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芸
げい

術
じゅつ

や娯
ご

楽
らく

に……
紙
かみ

が彩
いろど

る日
に

本
ほん

の暮
く

らし

祭
さい

祀
し

や祝
しゅう

儀
ぎ

に、

上／和紙を細長くよって固めた水引でつくった
ツル。祝いの席に欠かせない（写真＝アマナイ
メージズ）
中２点／絵双六は、江戸時代（1603～1867）
に普及した紙の遊び（所蔵＝紙の博物館）
下／文章に合った絵札を取って遊ぶカルタ（撮
影＝栗林成城）

上／７月７日に色紙に願い事を書いて竹につる
す、日本の伝統行事である七夕。京都・北野天
満宮（写真＝首藤光一／アフロ）
下／暑い夏に涼を運ぶうちわ。竹に和紙を貼っ
てつくる（写真＝上３点・小丸屋住井、左・阿
以波）

軽い和紙は、空を舞う凧にぴっ
たり。南部凧（上左）、鬼ヨー
ズ（上右）、鬼ヨウチョウ（左）
（所蔵＝凧の博物館　日本の凧
の会）
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紙
かみ

で装
よそお

う
和
わ

紙
し

や紙
し

布
ふ

などの伝
でん

統
とう

素
そ

材
ざい

は、
現
げん

代
だい

のファッションにも
いきいきと息

いき

づいている。
若
わか

いつくり手
て

たちが、
紙
かみ

ならではの温
あたた

かみのある質
しつ

感
かん

に
技
ぎ

術
じゅつ

やデザインを加
くわ

え、
装
よそお

いに新
あら

たな世
せ

界
かい

を広
ひろ

げている。

1. 岐阜県・美濃の伝統的な和紙を使った紙布製の日傘。
優しい風合いで日射しをやわらげる（写真提供＝林工芸）
2. 古来日本で贈り物の包みなどにかける紙製の紐「水
引」をモダンにデザインしたイヤリング（写真提供＝
TRART）
3. イッセイ ミヤケ メン2013年春夏コレクションで発表
された、白石和紙の紙漉きサイズを活かしたパターンの
服。コンセプトは「自転車のある暮らし」（写真提供＝
ISSEY MIYAKE INC.）
4. 和紙と綿と麻で織ったブラウス。和紙を細い糸状にす
る技術で、しなやかな質感を実現
5. 和紙100％の素材を天然染料で染めたストール。軽く、
温かく、吸湿性・放湿性も高く、かつ美しい（４、５と
もに写真提供＝天然色工房　手染メ屋）
6. 日本を代表する工業デザイナー・深澤直人と和紙メー
カー大直が開発した素材を使用したバッグ。耐久性も高
い（写真提供＝SIWA）
7. ユネスコ無形文化遺産「石州半紙」の産地で、地元の
コウゾのみでつくられたベビーファーストシューズ。糸
も紙製で全て天然素材の手づくり（写真提供＝かわひら
［石州半紙・和紙製造販売］）
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暮
く

らしのすみずみで利
り

用
よう

される、紙
かみ

。
日
に

本
ほん

では、紙
かみ

をもっと自
じ

由
ゆう

に、
さらに便

べん

利
り

に
使
つか

いこなすための技
ぎ

術
じゅつ

の探
たん

究
きゅう

が、
日
ひ

々
び

続
つづ

けられている。
写真提供●福永紙工、ムサシ、日本製紙パピリア、
日本製紙クレシア、柴田屋加工紙、三菱鉛筆、
東京大学大学院 農学生命科学研究科 磯貝研究室、
PIXTA

紙
かみ

加
か

工
こう

と特
とく

殊
しゅ

紙
し

の世
せ

界
かい

一
いっ

見
けん

、紙
かみ

でできているとは思
おも

えない不
ふ

思
し

議
ぎ

なプロダク
トたち。これらは、細

こま

かな「打
う

ち抜
ぬ

き」や複
ふく

雑
ざつ

な「折
お

り」
などの紙

かみ

加
か

工
こう

を得
とく

意
い

とする、東
とう

京
きょう

郊
こう

外
がい

の小
ちい

さな印
いん

刷
さつ

会
がい

社
しゃ

が手
て

がけたものだ。中
なか

でも外
がい

部
ぶ

クリエーターとの協
きょう

働
どう

プ
ロジェクトで製

せい

作
さく

された美
うつく

しい「空
くう

気
き

の器
うつわ

」は、大
おお

きな
話
わ

題
だい

を呼
よ

んだ。軽
かろ

やかで変
へん

幻
げん

自
じ

在
ざい

に姿
すがた

を変
か

えるこの不
ふ

思
し

議
ぎ

な器
うつわ

は、１枚
まい

の紙
かみ

に驚
おどろ

くほど緻
ち

密
みつ

な蜂
はち

の巣
す

状
じょう

の切
き

り込
こ

みを入
い

れることで出
で

来
き

上
あ

がった。金
かな

型
がた

作
さく

製
せい

から、紙
かみ

を切
き

り抜
ぬ

く際
さい

の0.01㎜単
たん

位
い

の調
ちょう

整
せい

に至
いた

るまで、熟
じゅく

達
たつ

の職
しょく

人
にん

の
勘
かん

を頼
たよ

りに100回
かい

以
い

上
じょう

もの試
し

作
さく

が重
かさ

ねられたという。
同
どう

社
しゃ

の他
ほか

のプロジェクト製
せい

品
ひん

には、建
けん

築
ちく

家
か

とコラボレ
ーションした、100分

ぶん

の１スケールの模
も

型
けい

キットもある。
極
きょく

小
しょう

の紙
かみ

パーツでつくる模
も

型
けい

というこの画
かっ

期
き

的
てき

な遊
あそ

びを
商
しょう

品
ひん

化
か

できたのは、やはり細
さい

部
ぶ

まで神
しん

経
けい

の行
ゆ

き届
とど

いた加
か

工
こう

があればこそだった。
日
に

本
ほん

の紙
かみ

づくりの伝
でん

統
とう

は、特
とく

殊
しゅ

紙
し

と呼
よ

ばれる合
ごう

成
せい

紙
し

の
技
ぎ

術
じゅつ

にも受
う

け継
つ

がれている。そのうちのひとつを、選
せん

挙
きょ

という意
い

外
がい

な場
ば

面
めん

で見
み

ることができる。投
とう

票
ひょう

用
よう

紙
し

を折
お

っ

て投
とう

票
ひょう

箱
ばこ

に入
い

れるとあら不
ふ

思
し

議
ぎ

、中
なか

で自
し

然
ぜん

に開
ひら

くのだ。
これによって開

かい

票
ひょう

作
さ

業
ぎょう

がスムーズになり、投
とう

票
ひょう

結
けっ

果
か

の確
かく

定
てい

が格
かく

段
だん

に早
はや

まった。ポリプロピレンを主
おも

な材
ざい

料
りょう

とする
「ユポ紙

し

」というフィルム製
せい

で、見
み

た目
め

や質
しつ

感
かん

は紙
かみ

そのも
の。開

かい

発
はつ

当
とう

初
しょ

は表
ひょう

面
めん

が平
へい

滑
かつ

すぎるのが難
なん

点
てん

だったが、や
がて鉛

えん

筆
ぴつ

でもすらすらと記
き

入
にゅう

できるまでに改
かい

良
りょう

された。
候
こう

補
ほ

者
しゃ

名
めい

を自
じ

動
どう

選
せん

別
べつ

する機
き

械
かい

も同
おな

じメーカーから開
かい

発
はつ

さ
れ、最

さい

先
せん

端
たん

の選
せん

挙
きょ

システムが実
じつ

現
げん

した。
紙
かみ

おむつなど品
ひん

質
しつ

の高
たか

さで定
てい

評
ひょう

がある衛
えい

生
せい

用
よう

品
ひん

の中
なか

で、
特
とく

に日
に

本
ほん

ならではの発
はっ

展
てん

を見
み

せているのが、ティッシュ
ペーパーだ。紙

かみ

にグリセリンなどの成
せい

分
ぶん

を含
ふく

ませ、しっ
とりとやわらかい感

かん

触
しょく

に仕
し

上
あ

げた保
ほ

湿
しつ

ティッシュは、風
か

邪
ぜ

や花
か

粉
ふん

症
しょう

で鼻
はな

をかむ機
き

会
かい

が多
おお

い人
ひと

のために20年
ねん

ほど前
まえ

上左／折って入れても自然に箱の中で広がる、
ムサシの投票用紙
上右／水に入れると瞬時に溶ける、日本製紙パ
ピリアの水溶紙
下／紙の表面に植物性グリセリンを塗布した、
日本製紙クレシアの保湿ティッシュペーパー
「クリネックス ローションティシュー エック
ス」

建築家・寺田尚樹のデザイ
ンと、福永紙工の緻密な型
抜き加工が生んだ、紙の極
小世界。全体が103×148
㎜に収まる細かなパーツか
ら、100分の１スケールの
花見風景ができる（テラダ
モケイ／福永紙工　撮影＝
益永研司）

暮
く

らしに
息

いき

づく紙
かみ

技
ぎ

術
じゅつ

左・下／紙の型抜き技術を美し
いデザインに昇華させた「空気
の器」。福永紙工がクリエータ
ーらとつくる「かみの工作所」
プロジェクトから生まれた（撮
影＝冨田里美、巽 陽介〔ヘル
シー〕）
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樹木中のセルロース細胞壁から「ミクロ
フィブリル」を剝がして解体し、つくり
あげるセルロースナノファイバー。多様
な展開が期待される

20～30μm

 3～5nm

0.5nm

木材パルプ繊維

撮影＝名取和久

完全ナノ分散した
セルロースミクロフィブリル

木材
細胞壁

セルロース
ミクロフィブリル

グルコース
ユニット

繊維

に登
とう

場
じょう

した。今
いま

では、メントール、ヒアルロン酸
さん

、コラ
ーゲンなど含

ふく

まれる保
ほ

湿
しつ

成
せい

分
ぶん

も多
た

様
よう

化
か

し、メイク用
よう

品
ひん

の
ように使

つか

う女
じょ

性
せい

も多
おお

い。
紙
かみ

の繊
せん

維
い

間
かん

の結
けつ

合
ごう

を限
げん

界
かい

まで弱
よわ

くすることで、水
みず

をか
けると瞬

しゅん

時
じ

に溶
と

ける紙
かみ

も開
かい

発
はつ

された。溶
と

け具
ぐ

合
あい

は従
じゅう

来
らい

の
トイレットペーパーの比

ひ

ではなく、まさに水
すい

中
ちゅう

に雲
うん

散
さん

霧
む

消
しょう

する。種
たね

を入
い

れ土
つち

に埋
う

める袋
ふくろ

や、川
かわ

に流
なが

す灯
とう

籠
ろう

など、
溶
と

けてなくなることが求
もと

められる用
よう

途
と

に使
つか

われており、
これもまた紙

かみ

の可
か

能
のう

性
せい

が具
ぐ

現
げん

化
か

した好
こう

例
れい

といえよう。

産
さん

業
ぎょう

を支
ささ

える

日
に

本
ほん

の基
き

幹
かん

産
さん

業
ぎょう

、自
じ

動
どう

車
しゃ

にも紙
かみ

の技
ぎ

術
じゅつ

が活
かつ

用
よう

される。
オートマチック車

しゃ

のクラッチでは、エンジンの動
どう

力
りょく

が変
へん

速
そく

機
き

内
ない

にある数
すう

枚
まい

の薄
うす

い鉄
てつ

のディスクに伝
つた

わり、摩
ま

擦
さつ

力
りょく

によって自
じ

動
どう

変
へん

速
そく

が行
おこな

われる。このディスク表
ひょう

面
めん

を覆
おお

う
のが、発

はっ

想
そう

と材
ざい

料
りょう

を紙
かみ

に学
まな

んだ「ペーパー摩
ま

擦
さつ

材
ざい

」だ。油
あぶら

がよく浸
し

み込
こ

み熱
ねつ

を逃
に

がしやすくする工
く

夫
ふう

によって、半
はん

永
えい

久
きゅう

的
てき

に摩
ま

耗
もう

せず、車
くるま

本
ほん

体
たい

より長
なが

い寿
じゅ

命
みょう

を有
ゆう

する摩
ま

擦
さつ

材
ざい

が完
かん

成
せい

した。
農
のう

業
ぎょう

の現
げん

場
ば

でも紙
かみ

は重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

を果
は

たす。日
に

本
ほん

の果
か

樹
じゅ

園
えん

では、収
しゅう

穫
かく

前
まえ

の一
いち

時
じ

期
き

、紙
かみ

の袋
ふくろ

に大
だい

事
じ

そうにくるまれ
た果

か

実
じつ

に出
で

会
あ

える。100年
ねん

以
い

上
じょう

前
まえ

から柿
かき

渋
しぶ

を浸
し

み込
こ

ませ
た和

わ

紙
し

で果
か

実
じつ

袋
ぶくろ

をつくってきた老
しにせ

舗メーカーでは、現
げん

在
ざい

、
優
すぐ

れた撥
はっ

水
すい

力
りょく

と適
てき

度
ど

な通
つう

気
き

で袋
ふくろ

内
ない

を蒸
む

れにくくし、風
ふう

雨
う

や虫
むし

から果
か

実
じつ

を守
まも

る特
とく

殊
しゅ

な紙
かみ

袋
ぶくろ

を製
せい

造
ぞう

している。さらに、
収
しゅう

穫
かく

１カ月
げつ

前
まえ

までの期
き

間
かん

に袋
ふくろ

掛
が

けし遮
しゃ

光
こう

することで、葉
よう

緑
りょく

素
そ

を抑
おさ

え色
いろ

鮮
あざ

やかに育
そだ

つリンゴ袋
ぶくろ

や、完
かん

熟
じゅく

すると果
か

実
じつ

が落
お

ちてしまうマンゴーのために底
そこ

の糊
のり

づけを二
に

重
じゅう

にし
た袋

ふくろ

など、それぞれの果
か

実
じつ

に合
あ

わせた専
せん

用
よう

の袋
ふくろ

も揃
そろ

う。

最
もっと

も期
き

待
たい

される、紙
かみ

の新
しん

素
そ

材
ざい

紙
かみ

の概
がい

念
ねん

を覆
くつがえ

す最
さい

新
しん

素
そ

材
ざい

を生
う

み出
だ

し、2015年
ねん

、森
しん

林
りん

産
さん

業
ぎょう

のノーベル賞
しょう

といわれるスウェーデンのマルクス・
ヴァレンベリ賞

しょう

を受
じゅ

賞
しょう

したのは、東
とう

京
きょう

大
だい

学
がく

大
だい

学
がく

院
いん

の磯
いそ

貝
がい

明
あきら

教
きょう

授
じゅ

だ。木
もく

材
ざい

繊
せん

維
い

を微
び

細
さい

化
か

した素
そ

材
ざい

「セルロースナノ
ファイバー」は、多

おお

くの企
き

業
ぎょう

や大
だい

学
がく

でさまざまな研
けん

究
きゅう

が
なされているが、磯

いそ

貝
がい

教
きょう

授
じゅ

の研
けん

究
きゅう

室
しつ

では、セルロースの
細
さい

胞
ぼう

壁
へき

の中
なか

でも結
けっ

束
そく

が固
かた

く、剝
は

がしにくかった「ミクロ
フィブリル」という構

こう

造
ぞう

単
たん

位
い

を、特
とく

殊
しゅ

な化
か

学
がく

反
はん

応
のう

によっ
てバラバラに解

かい

体
たい

することに世
せ

界
かい

で初
はじ

めて成
せい

功
こう

し、全
まった

く

新
あたら

しいセルロースナノファイバーをつくりあげた。
「セルロースナノファイバーは、鉄

てつ

の５倍
ばい

の強
つよ

さと５分
ぶん

の１の軽
かる

さを持
も

ち、金
きん

属
ぞく

イオンをたくさん混
こん

入
にゅう

できると
いった特

とく

性
せい

もある。これらの特
とく

徴
ちょう

を合
あ

わせて〝かすれな
いボールペン〞や〝消

しょう

臭
しゅう

力
りょく

３倍
ばい

超
ちょう

の紙
かみ

おむつ〞などへの
実
じつ

用
よう

化
か

が始
はじ

まっています」と、磯
いそ

貝
がい

教
きょう

授
じゅ

。
セルロースナノファイバーは、炭

たん

素
そ

繊
せん

維
い

に匹
ひっ

敵
てき

する素
そ

材
ざい

として航
こう

空
くう

機
き

や自
じ

動
どう

車
しゃ

産
さん

業
ぎょう

につながる可
か

能
のう

性
せい

を持
も

つと
ともに、日

に

本
ほん

の森
しん

林
りん

の50％を占
し

めるスギやヒノキを活
かつ

用
よう

し再
さい

生
せい

可
か

能
のう

な循
じゅん

環
かん

型
がた

社
しゃ

会
かい

をつくる展
てん

望
ぼう

も秘
ひ

めている。
「製

せい

紙
し

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

が積
つ

み重
かさ

ねてきた英
えい

知
ち

が、今
いま

、新
あたら

しい産
さん

業
ぎょう

形
けい

態
たい

に生
う

まれ変
か

わろうとしている。これも、世
せ

界
かい

最
さい

先
せん

端
たん

の日
に

本
ほん

の紙
かみ

技
ぎ

術
じゅつ

の賜
たま

物
もの

です」と、磯
いそ

貝
がい

教
きょう

授
じゅ

は胸
むね

を張
は

る。
千
せん

年
ねん

以
い

上
じょう

前
まえ

から今
こん

日
にち

まで、暮
く

らしや産
さん

業
ぎょう

と日
に

本
ほん

人
じん

を結
むす

び付
つ

けてきた紙
かみ

技
ぎ

術
じゅつ

は、形
かたち

を変
か

えながらこれからも後
こう

世
せい

に伝
つた

えられていくことだろう。

上／セルロースナノファイバーによってインク
が適切に配合され、かすれにくくなった三菱鉛
筆のペン「ユニボール シグノUMN-307」
下／自らが開発したセルロースナノファイバー
の素材と、マルクス・ヴァレンベリ賞の盾を持
つ磯貝明教授（撮影＝名取和久）

左／一つひとつ紙袋にくるまり大切に育てられ
る日本の果実（写真＝アマナイメージズ）
右／柴田屋加工紙が開発した、太陽光を遮る袋
を掛けたリンゴ。色鮮やかに育つ

左／ダイナックスが開発したペーパー摩擦材
（下）を接着したディスク。クラッチの機能を
助ける
右／自動変速機内部では、鉄のディスクを擦り
付けたり離したりして変速する
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和
わ

紙
し

とグラフィティで生
う

み出
だ

すアート
グラフィティ・アーティスト　TOMI-Eさん

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

（1603～1867）に、名
めい

所
しょ

や美
び

女
じょ

などを題
だい

材
ざい

に、
時
じ

代
だい

の「今
いま

」を切
き

り取
と

る芸
げい

術
じゅつ

として花
はな

開
ひら

いた浮
うき

世
よ

絵
え

。浮
うき

世
よ

絵
え

は和
わ

紙
し

に色
いろ

を刷
す

り重
かさ

ねていく木
もく

版
はん

画
が

だが、TOMI-E
さんは、和

わ

紙
し

にスプレーを吹
ふ

き付
つ

ける現
げん

代
だい

の浮
うき

世
よ

絵
え

師
し

で
ある。
16歳

さい

で渡
と

米
べい

し、壁
かべ

に描
えが

かれたグラフィティ・アートに
衝
しょう

撃
げき

を受
う

け活
かつ

動
どう

を始
はじ

めたTOMI-Eさん。帰
き

国
こく

後
ご

、日
に

本
ほん

人
じん

である自
じ

分
ぶん

のアイデンティティを生
い

かした制
せい

作
さく

を模
も

索
さく

し
ている時

とき

に浮
うき

世
よ

絵
え

と出
で

会
あ

い、和
わ

紙
し

での創
そう

作
さく

を思
おも

い立
た

った。
「和

わ

紙
し

はインクの吸
す

い込
こ

みもよく、艶
つや

っぽい光
こう

沢
たく

があり、
キャンバスや壁

かべ

では出
で

ない色
いろ

が出
で

る。これだ！と思
おも

いま
した」
すっかり和

わ

紙
し

に魅
み

せられ、調
しら

べていく中
なか

で、人
にん

間
げん

国
こく

宝
ほう

・岩
いわ

野
の

市
いち

兵
べ

衛
え

さんが漉
す

く和
わ

紙
し

に行
ゆ

き着
つ

いた。厚
あつ

みも風
ふう

合
あ

いも一
いち

枚
まい

一
いち

枚
まい

違
ちが

う「生
い

きた」市
いち

兵
べ

衛
え

さんの和
わ

紙
し

に描
えが

く
うちに、制

せい

作
さく

に対
たい

する姿
し

勢
せい

も変
か

わってきたという。
「壁

かべ

は上
うえ

から塗
ぬ

り直
なお

すことができますが、和
わ

紙
し

は一
いっ

発
ぱつ

勝
しょう

負
ぶ

。より集
しゅう

中
ちゅう

して向
む

き合
あ

うようになりました」
スプレーを使

つか

って、和
わ

紙
し

に「今
いま

」を吹
ふ

き付
つ

ける、新
あたら

し
いアートが生

う

み出
だ

されている。

和
わ

紙
し

の伝
でん

統
とう

を受
う

け継
つ

ぐ人
ひと

びと
1300年

ねん

もの歴
れき

史
し

をもつ和
わ

紙
し

。
その伝

でん

統
とう

を受
う

け継
つ

ぎ、可
か

能
のう

性
せい

を広
ひろ

げる試
こころ

みは、現
げん

代
だい

も続
つづ

いている。
写真●宮村政徳

三
さん

世
せ

代
だい

でつなぐ紙
かみ

漉
す

き道
どう

具
ぐ

の技
ぎ

術
じゅつ

吉
よし

田
だ

屋
や

指
さし

物
もの

手
て

漉
す

きの和
わ

紙
し

づくりには、さまざまな道
どう

具
ぐ

が欠
か

かせな
い。越

えち

前
ぜん

和
わ

紙
し

の産
さん

地
ち

・福
ふく

井
い

県
けん

で百
ひゃく

年
ねん

近
ちか

く紙
かみ

漉
す

きの道
どう

具
ぐ

を
つくり続

つづ

けているのが、吉
よし

田
だ

屋
や

指
さし

物
もの

だ。全
ぜん

国
こく

的
てき

に職
しょく

人
にん

が
減
へ

りゆく中
なか

、漉
す

き桁
げた

などの製
せい

作
さく

と修
しゅう

繕
ぜん

を続
つづ

けている。
作
さ

業
ぎょう

は主
おも

に四
よん

代
だい

目
め

当
とう

主
しゅ

、木
き

内
うち

雅
まさ

昭
あき

さんの父
ちち

で三
さん

代
だい

目
め

に
あたる吉

よし

田
だ

實
みのる

さんの担
たん

当
とう

だ。漉
す

き桁
げた

には、水
みず

に強
つよ

くて軽
かる

い青
あお

森
もり

ヒバを用
もち

いるが、紙
し

料
りょう

を汲
く

み上
あ

げる際
さい

に水
すい

圧
あつ

で桁
けた

が反
そ

らないよう厚
あつ

みを調
ちょう

整
せい

するなど、長
なが

年
ねん

の経
けい

験
けん

が重
じゅう

要
よう

となる。雅
まさ

昭
あき

さんは「初
はじ

めは別
べつ

の仕
し

事
ごと

をしていましたが、
父
ちち

の技
ぎ

術
じゅつ

を絶
た

やしてはいけない」と、家
か

業
ぎょう

を継
つ

いだ。全
ぜん

国
こく

からの依
い

頼
らい

に「プレッシャーもありますが、つくり続
つづ

けないと技
ぎ

術
じゅつ

は残
のこ

らないですから」と語
かた

る。現
げん

在
ざい

は、實
みのる

さんの孫
まご

の将
まさ

康
やす

さんも修
しゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

だ。「子
こ

どもの頃
ころ

からこの仕
し

事
ごと

をしたくて。祖
そ

父
ふ

は職
しょく

人
にん

さんが望
のぞ

む道
どう

具
ぐ

をすぐにわか
ってつくれるのがすごい。自

じ

分
ぶん

もそうなりたい」と日
ひ

々
び

精
しょう

進
じん

している。三
さん

世
せ

代
だい

の職
しょく

人
にん

が、貴
き

重
ちょう

となった技
ぎ

術
じゅつ

を次
じ

代
だい

へとつなぎ、和
わ

紙
し

づくりを支
ささ

えている。

「江
え

戸
ど

からかみ」の魅
み

力
りょく

を海
かい

外
がい

へ
インテリアデザイン・コーディネーター　柳

やなぎ

 智
とも

子
こ

さん

和
わ

紙
し

にさまざまな装
そう

飾
しょく

を施
ほどこ

す「江
え

戸
ど

からかみ」。江
え

戸
ど

（現
げん

在
ざい

の東
とう

京
きょう

）で発
はっ

展
てん

した装
そう

飾
しょく

技
ぎ

法
ほう

で、和
わ

紙
し

や色
いろ

の組
く

み合
あ

わせにより無
む

限
げん

ともいえるデザインを生
う

み出
だ

す。襖
ふすま

や屛
びょう

風
ぶ

などに使
つか

われ、伝
でん

統
とう

的
てき

な日
に

本
ほん

の住
す

まいに欠
か

かせなかっ
た「江

え

戸
ど

からかみ」を、今
いま

、柳
やなぎ

智
とも

子
こ

さんは海
かい

外
がい

に発
はっ

信
しん

し
ようとしている。
きっかけは、店

てん

舗
ぽ

デザインのために和
わ

紙
し

を利
り

用
よう

しよう
と、「江

え

戸
ど

からかみ」問
とん

屋
や

の東
とう

京
きょう

松
まつ

屋
や

を訪
おとず

れたことだった。
「日

に

本
ほん

人
じん

が好
この

んできた文
もん

様
よう

や色
いろ

といった伝
でん

統
とう

と職
しょく

人
にん

の技
ぎ

術
じゅつ

が凝
ぎょう

縮
しゅく

されている。圧
あっ

倒
とう

されました」
イタリアで建

けん

築
ちく

を学
まな

んだ経
けい

験
けん

から、海
かい

外
がい

でも受
う

け入
い

れ
られると確

かく

信
しん

した柳
やなぎ

さんは、国
こく

内
ない

のみで流
りゅう

通
つう

していた「江
え

戸
ど

からかみ」の展
てん

示
じ

会
かい

をイタリアで企
き

画
かく

する。「紙
かみ

そのも
のの美

うつく

しさで勝
しょう

負
ぶ

しよう」と、大
おお

判
ばん

サイズを展
てん

示
じ

し、華
はな

やかでダイナミックな世
せ

界
かい

を伝
つた

えた。訪
おとず

れた人
ひと

びとから
は、単

たん

なる紙
かみ

にとどまらず芸
げい

術
じゅつ

の域
いき

に達
たっ

していると感
かん

嘆
たん

されたという。個
こ

人
じん

住
じゅう

宅
たく

の天
てん

井
じょう

への施
せ

工
こう

も決
き

まり、海
かい

外
がい

での販
はん

売
ばい

も模
も

索
さく

中
ちゅう

だ。
「世

せ

界
かい

中
じゅう

の人
ひと

に『江
え

戸
ど

からかみ』で住
す

まいを彩
いろど

ってもら
いたい」。柳

やなぎ

さんの挑
ちょう

戦
せん

は続
つづ

く。

上／工房にて。左より木内雅昭さ
ん、吉田實さん、将康さん
左／修理がすんだ漉き桁を確認す
る吉田實さん。漉き桁は、修理を
しながら20年程度使えるという。
水圧が大きくかかるので、長時間
使用しても疲れにくいものを、と
心がけている

上／イタリアの展覧会での柳さん
右／雲母で、版木のボタン模様を
写し取り、藍色をぬった和紙に摺
った「江戸からかみ」
左／和紙に金雲母で摺った、照明
の丸い形に合う文様「輪違い」。
イタリアの住宅の天井に使われた右上・右下／女性を描いた浮世絵に触発さ

れた作品。鮮やかな色から淡い色まで、美
しく発色させる和紙は、TOMI-Eさんの表
現を支えている　
左／自身が制作したグラフィティ・アート
を背にするTOMI-Eさん

東京松屋 
http://www.tokyomatsuya.co.jp/
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折
おり

紙
がみ

とは、１枚
まい

の紙
かみ

を折
お

り動
どう

植
しょく

物
ぶつ

や幾
き

何
か

学
がく

的
てき

な形
かたち

を生
う

み出
だ

す遊
あそ

びで、日
に

本
ほん

では多
おお

くの人
ひと

が子
こ

どもの頃
ころ

から親
した

しんでいる。
その折

おり

紙
がみ

が今
いま

、科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

の領
りょう

域
いき

で注
ちゅう

目
もく

を集
あつ

めている。折
おり

紙
がみ

の技
ぎ

術
じゅつ

や特
とく

性
せい

をものづくりに生
い

かそうという折
おり

紙
がみ

工
こう

学
がく

だ。コンピュータを
駆
く

使
し

し折
おり

紙
がみ

を数
すう

理
り

的
てき

に扱
あつか

う設
せっ

計
けい

手
しゅ

法
ほう

（計
けい

算
さん

折
おり

紙
がみ

）により、子
こ

どもの
遊
あそ

びだった折
おり

紙
がみ

は可
か

能
のう

性
せい

を広
ひろ

げ、その発
はっ

想
そう

や技
ぎ

術
じゅつ

が世
せ

界
かい

の関
かん

心
しん

を
集
あつ

める。宇
う

宙
ちゅう

産
さん

業
ぎょう

から自
じ

動
どう

車
しゃ

や医
い

療
りょう

、ファッションなど応
おう

用
よう

は多
た

岐
き

にわたるが、よく知
し

られているのが「ミウラ折
お

り」だ。宇
う

宙
ちゅう

構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

の設
せっ

計
けい

過
か

程
てい

で生
う

まれた折
お

り方
かた

で、身
み

近
ぢか

なところでは地
ち

図
ず

や飲
いん

料
りょう

缶
かん

に
採
と

り入
い

れられている。
「折
おり

紙
がみ

の代
だい

表
ひょう

的
てき

な形
かたち

に『ツル』がありますが、本
ほん

物
もの

そっくりではな
く、１枚

まい

の紙
かみ

で折
お

れる程
てい

度
ど

に簡
かん

略
りゃく

化
か

・抽
ちゅう

象
しょう

化
か

されている。そんなと
ころに日

に

本
ほん

人
じん

ならではの感
かん

性
せい

や立
りっ

体
たい

構
こう

造
ぞう

に対
たい

する優
すぐ

れた認
にん

識
しき

力
りょく

が
表
あらわ

れていると思
おも

います」と言
い

うのは、明
めい

治
じ

大
だい

学
がく

の萩
はぎ

原
わら

一
いち

郎
ろう

教
きょう

授
じゅ

。折
おり

紙
がみ

工
こう

学
がく

の実
じつ

用
よう

化
か

・汎
はん

用
よう

化
か

を目
め

指
ざ

し、研
けん

究
きゅう

を行
おこな

ってきた。教
きょう

授
じゅ

が開
かい

発
はつ

した「トラスコア」は、立
りっ

体
たい

折
おり

紙
がみ

の考
かんが

え方
かた

を金
きん

属
ぞく

や樹
じゅ

脂
し

に応
おう

用
よう

した
パネルだ。三

さん

角
かく

錐
すい

の突
とっ

起
き

を並
なら

べた２枚
まい

のパネルを中
なか

表
おもて

に合
あ

わせた形
けい

状
じょう

で、軽
けい

量
りょう

かつ衝
しょう

撃
げき

に強
つよ

く、太
たい

陽
よう

光
こう

パネルなどに実
じつ

用
よう

化
か

されている。
もうひとつ、萩

はぎ

原
わら

教
きょう

授
じゅ

が取
と

り組
く

んでいるのが、折
おり

紙
がみ

式
しき

３Dプリン
ターの開

かい

発
はつ

だ。立
りっ

体
たい

物
ぶつ

などの３次
じ

元
げん

データを２次
じ

元
げん

の展
てん

開
かい

図
ず

に変
へん

換
かん

するシステムで、市
し

販
はん

の印
いん

刷
さつ

機
き

で印
いん

刷
さつ

できる。従
じゅう

来
らい

の積
せき

層
そう

型
がた

３Dプ
リンターに比

くら

べ短
たん

時
じ

間
かん

で低
てい

コストの上
うえ

、大
おお

きな立
りっ

体
たい

の製
せい

作
さく

もできる。

用
よう

途
と

としてサンプルや試
し

作
さく

品
ひん

の作
さく

製
せい

を見
み

込
こ

むが、空
くう

撮
さつ

した写
しゃ

真
しん

から
ビルなどの構

こう

造
ぞう

物
ぶつ

を再
さい

現
げん

し都
と

市
し

計
けい

画
かく

に応
おう

用
よう

する、といった使
つか

い方
かた

も
できそうだ。
折
おり

畳
たた

みや展
てん

開
かい

、伸
しん

縮
しゅく

といった折
おり

紙
がみ

の特
とく

性
せい

は、建
けん

築
ちく

とも相
あい

性
しょう

がよい。
東
とう

京
きょう

大
だい

学
がく

の舘
たち

知
とも

宏
ひろ

助
じょ

教
きょう

は、折
おり

紙
がみ

技
ぎ

術
じゅつ

を建
けん

築
ちく

に応
おう

用
よう

する研
けん

究
きゅう

を進
すす

め
る。

かぎ

となるのは、紙
かみ

の代
か

わりに厚
あつ

みのある平
へい

面
めん

パネルを用
もち

い、強
きょう

度
ど

と柔
じゅう

軟
なん

さを持
も

たせた「剛
ごう

体
たい

折
おり

紙
がみ

」だ。この〝折
おり

紙
がみ

〞は、展
てん

開
かい

・折
おり

畳
たた

みが簡
かん

単
たん

なため、開
かい

閉
へい

式
しき

の屋
や

根
ね

や、テーブルなどの家
か

具
ぐ

にも応
おう

用
よう

できる。軽
かる

く持
も

ち運
はこ

びしやすい性
せい

質
しつ

は、期
き

間
かん

限
げん

定
てい

の展
てん

示
じ

施
し

設
せつ

や災
さい

害
がい

時
じ

の仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

にも向
む

く。
「イベントで使

つか

った折
おり

畳
たた

み式
しき

のパビリオンを被
ひ

災
さい

地
ち

へ持
も

って行
い

き、
役
やく

立
だ

てることもできる。使
つか

い捨
す

てずリユースし、その建
たて

物
もの

が持
も

つ記
き

憶
おく

も伝
つた

えられたら」
もともと折

おり

紙
がみ

には、人
ひと

に物
もの

を贈
おく

る際
さい

の礼
れい

法
ほう

としての役
やく

割
わり

があった。
病
びょう

気
き

の人
ひと

のために千
せん

羽
ば

のツルを折
お

り回
かい

復
ふく

を願
ねが

う「千
せん

羽
ば

ヅル」という
習
しゅう

慣
かん

もある。一
ひと

折
おり

一
ひと

折
おり

に祈
いの

りを込
こ

め、人
ひと

のために役
やく

立
だ

てようという
思
おも

いは、現
げん

在
ざい

の折
おり

紙
がみ

工
こう

学
がく

にも通
つう

底
てい

する。 
折
おり

紙
がみ

の魅
み

力
りょく

について、舘
たち

助
じょ

教
きょう

に聞
き

いてみた。
「日

に

本
ほん

的
てき

であると同
どう

時
じ

にユニバーサルであり、グローバルでもある。
研
けん

究
きゅう

領
りょう

域
いき

としては、工
こう

学
がく

や数
すう

学
がく

、自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

、医
い

学
がく

、教
きょう

育
いく

、デザイン
に至
いた

るまで、さまざまな分
ぶん

野
や

を横
おう

断
だん

して存
そん

在
ざい

しているところに可
か

能
のう

性
せい

を感
かん

じます」
日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

的
てき

な手
て

遊
あそ

びは今
いま

、世
せ

界
かい

の研
けん

究
きゅう

者
しゃ

によって最
さい

先
せん

端
たん

の技
ぎ

術
じゅつ

に生
う

まれ変
か

わり、21世
せい

紀
き

のものづくりにイノベーションを引
ひ

き起
お

こそうとしている。

折
おり

紙
がみ

から
イノベーション

上／カラフルな「ファインペーパ
ー」でつくったミウラ折り（写真＝
平田正和／竹尾　見本帖本店展示
「折り紙の呼吸展」より）
下／世界初の宇宙ヨット、小型ソー
ラー電力セイル実証機「IKAROS」
も折紙を参考に帆を開発した（写真
提供＝JAXA）

剛体折紙の展開。（左から右へ）平
面から立体に展開すれば縦横に伸縮
自在。小さく畳むこともできる
右／剛体折紙を建物に応用したイメ
ージ（画像・写真提供＝舘 知宏）

紙を折って形をつくる遊び「折紙」
で表現したツル（写真＝アフロ）

左／ミウラ折りで折られた地図。左上と右下の
角を持って引けば、一気に開く（写真提供＝ミ
ウラオリラボ）
右／ミウラ折りを応用した「ダイヤカット缶」
（写真提供＝東洋製罐）

左／トラスコアのパネル。強度、遮音、遮熱な
どに優れ火災に強い。列車の車両や航空機、建
築への応用が期待される（写真提供＝城山工
業）
右／折紙式３Dプリンターで作製したウサギ
（写真＝名取和久）

取材協力●竹尾
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日
に

本
ほん

の冬
ふゆ

に欠
か

かせない鍋
なべ

料
りょう

理
り

。食
しょく

卓
たく

に大
おお

きな土
ど

鍋
なべ

や鉄
てつ

鍋
なべ

をしつらえて
火
ひ

にかけ、煮
に

えたところから皆
みな

で取
と

り分
わ

けて食
た

べる。寒
さむ

い時
じ

季
き

には、家
か

庭
てい

や飲
いん

食
しょく

店
てん

で鍋
なべ

を囲
かこ

み大
おお

勢
ぜい

でわいわ
いと盛

も

り上
あ

がるシーンがよく見
み

られ
る。
ひとりで鍋

なべ

を楽
たの

しみたい場
ば

合
あい

は、
一
いち

人
にん

前
まえ

用
よう

の小
こ

ぶりな鍋
なべ

に具
ぐ

材
ざい

を入
い

れ
てつくる。近

きん

年
ねん

は、この小
こ

鍋
なべ

が紙
かみ

で
できている不

ふ

思
し

議
ぎ

な「紙
かみ

鍋
なべ

」を、観
かん

光
こう

地
ち

などの旅
りょ

館
かん

でよく見
み

かけるよう
になった。固

こ

形
けい

燃
ねん

料
りょう

をセットした自
じ

分
ぶん

専
せん

用
よう

の紙
かみ

鍋
なべ

の中
なか

で、次
し

第
だい

に食
た

べ頃
ごろ

になっていく海
うみ

や山
やま

の幸
さち

を臨
りん

場
じょう

感
かん

た
っぷりに味

あじ

わうことで、旅
たび

の宴
うたげ

はい

っそう思
おも

い出
で

深
ぶか

いものになる。
薄
うす

い紙
かみ

鍋
なべ

なら熱
ねつ

が均
きん

一
いつ

に回
まわ

り、具
ぐ

材
ざい

が煮
に

えるのも早
はや

い。紙
かみ

が食
しょく

材
ざい

から
出
で

るアクを取
と

る効
こう

果
か

もあるという。
直
ちょく

接
せつ

火
ひ

にかけても燃
も

えないのは、水
みず

の沸
ふっ

点
てん

が100℃を超
こ

えることはない
一
いっ

方
ぽう

で、紙
かみ

の引
いん

火
か

点
てん

が300℃以
い

上
じょう

と
高
たか

いためだ。つまり中
なか

に水
すい

分
ぶん

がある
限
かぎ

り紙
かみ

の鍋
なべ

は燃
も

えないというわけだ。
現
げん

代
だい

の紙
かみ

鍋
なべ

は防
ぼう

水
すい

加
か

工
こう

を施
ほどこ

した
洋
よう

紙
し

製
せい

がほとんどだが、昔
むかし

ながらの
和
わ

紙
し

を使
つか

った紙
かみ

鍋
なべ

を出
だ

す専
せん

門
もん

店
てん

も少
すく

なからずある。繊
せん

維
い

が長
なが

く強
きょう

度
ど

のあ
る和

わ

紙
し

という存
そん

在
ざい

があったからこそ、
紙
かみ

で鍋
なべ

をつくるという面
おも

白
しろ

い発
はっ

想
そう

が
生
う

まれたのだろう。

「軽
かる

くて、重
かさ

ねられて、清
せい

潔
けつ

感
かん

があ
る。紙

かみ

鍋
なべ

はすばらしい発
はつ

明
めい

ですね」
こう話

はな

すのは、今
こん

回
かい

調
ちょう

理
り

をしてく
れた日

に

本
ほん

料
りょう

理
り

店
てん

「小
こ

十
じゅう

」の店
てん

主
しゅ

、奥
おく

田
だ

透
とおる

さんだ。
「自

し

然
ぜん

に触
ふ

れることに安
やす

らぎと癒
い

や
しを感

かん

じる日
に

本
ほん

人
じん

は、土
つち

や木
き

、紙
かみ

な
どの自

し

然
ぜん

素
そ

材
ざい

を大
だい

事
じ

にしていろんな
場
ば

面
めん

で活
かつ

用
よう

してきましたが、料
りょう

理
り

も
例
れい

外
がい

じゃない。紙
かみ

鍋
なべ

は、そんな志
し

向
こう

から生
う

まれてきたのではないでしょ
うか」
食
しょく

材
ざい

だけでなく、器
うつわ

からも自
し

然
ぜん

を
感
かん

じようとする感
かん

性
せい

が生
う

んだユニー
クな発

はつ

明
めい

、それが紙
かみ

鍋
なべ

だ。

紙
かみ

鍋
なべ

不
ふ

思
し

議
ぎ

と燃
も

えない
写真●大山裕平　協力●銀座小十

  召し上がれ、
日本

左／和牛のしゃぶしゃぶも紙鍋で
右／下ごしらえをする「銀座小十」店主、奥
田透さん。日本を代表する若手料理人のひと
り

23頁／伊勢エビ、白菜、シメジが入った豪華
な紙鍋

中に水分があれば、紙は燃えない
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街歩き

にっぽん

東京

日 本 海

太 平 洋

大阪

美濃

世
せ

界
かい

が認
みと

めた
手
て

漉
す

き和
わ

紙
し

の里
さと

美
み

濃
の

写真●宮村政徳、美濃市観光協会、美濃市役所
地図●尾黒ケンジ

ユネスコ無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

にも登
とう

録
ろく

されている「本
ほん

美
み

濃
の

紙
し

」
は、本

ほん

州
しゅう

中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

に位
い

置
ち

する岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

の美
み

濃
の

地
ち

方
ほう

でつくられ
る和

わ

紙
し

である。清
せい

流
りゅう

・長
なが

良
ら

川
がわ

の恵
めぐ

みを受
う

けるこの地
ち

では、
和
わ

紙
し

が誕
たん

生
じょう

した1300年
ねん

前
まえ

から手
て

作
さ

業
ぎょう

による紙
かみ

漉
す

きが続
つづ

け
られている。原

げん

料
りょう

にコウゾのみを用
もち

いる本
ほん

美
み

濃
の

紙
し

は、美
うつく

しい白
しろ

さと、やわらかでありながら強
つよ

さを兼
か

ね備
そな

えてい
るのが特

とく

徴
ちょう

だ。古
ふる

くからの紙
かみ

漉
す

き工
こう

房
ぼう

が減
げん

少
しょう

していく中
なか

、
昔
むかし

ながらの本
ほん

美
み

濃
の

紙
し

を絶
た

やさぬよう共
きょう

同
どう

の紙
かみ

漉
す

き工
こう

房
ぼう

が
つくられており、次

じ

代
だい

を担
にな

う若
わか

手
て

の職
しょく

人
にん

たちが紙
かみ

漉
す

きの
技
わざ

を受
う

け継
つ

いでいる。
紙
かみ

漉
す

きの里
さと

らしく和
わ

紙
し

にちなんだ行
ぎょう

事
じ

も多
おお

い。春
はる

に行
おこな

われる美
み

濃
の

まつりでは、和
わ

紙
し

を桜
さくら

色
いろ

に染
そ

めてつくられた
紙
かみ

花
ばな

を神
み

輿
こし

につけた「花
はな

みこし」が町
まち

を練
ね

り歩
ある

く。大
だい

小
しょう

30基
き

ほどの花
はな

みこしが揺
ゆ

れる様
よう

子
す

は、まるで桜
さくら

の花
はな

が乱
らん

舞
ぶ

しているかのような華
はな

やかな美
うつく

しさだ。秋
あき

には、和
わ

紙
し

をシェードに使
つか

った個
こ

性
せい

的
てき

なあかり作
さく

品
ひん

が町
まち

を彩
いろど

る「美
み

濃
の

和
わ

紙
し

あかりアート展
てん

」が開
かい

催
さい

され、毎
まい

年
とし

多
おお

くの観
かん

光
こう

客
きゃく

が訪
おとず

れる。和
わ

紙
し

を通
とお

したあかりは夜
よる

の町
まち

並
な

みをほのかに
照
て

らし、幻
げん

想
そう

的
てき

な光
こう

景
けい

が広
ひろ

がる。

上／美濃の町並みを美しく照らすあかり。毎年
10月中の２日間には、美濃和紙を使ったあかり
作品を展示する「あかりアート展」が行われる。
夜は和紙を通したやわらかな光の美しさを、昼
（左）は紙の質感や作品の形を楽しめる
右／４月に行われる「美濃まつり」。手染めの
紙の花を飾った花みこしが町を練り歩く

赤が印象的な美濃橋は、国内に現存する最
古の近代つり橋
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板
取
川

Map A

目の字通り

長
良
川
鉄
道

美濃橋

梅山駅川湊灯台

長良
川

Map A

美濃市駅

美濃市駅

上左／和紙細工のおせち料理。手のひらに載る大きさ　上中／砕いた香
木などを和紙で包んだ文香。手紙に忍ばせる　上右／鳥の形の和紙モビ
ール（３点とも紙遊）左／美濃の地酒「百春」は、うだつを持つ小坂酒
造場で造られている　中／地鶏やアユ、山菜など美濃の特産を使った料
理（辰巳家）　右／町並み散策の合間には、町家を改装したカフェで甘
味を楽しめる（茶房とみや）

●交通案内
東京駅からJR東海道新幹線で名古屋駅へ約１時間40分。特急で美濃太田駅へ約45
分。長良川鉄道で美濃市駅まで約30分。

美濃エリア地図

●問い合わせ
美濃市観光情報 
http://www.mino-city.jp/ （日・英・中・韓）
美濃市観光協会
http://www.minokanko.com/ （日本語のみ）
❶辰巳家
http://www.minokanko.com/guide/tatsumi.html （日本語のみ）
❷茶房とみや
http://sabo-tomiya.jimdo.com/ （日本語のみ）
❸紙遊
http://www.shiyu.co.jp/ （日本語のみ）
❹小坂酒造場
http://www.kuramoto-kosaka.com/ （日本語のみ）
❺カミノシゴト
http://kaminoshigoto.net/ （日本語のみ）
❻美濃和紙の里会館
http://www.city.mino.gifu.jp/minogami/ （日本語のみ）

板取川支流にある片知渓谷。
四季折々の自然美が楽しめる

古
ふる

い町
まち

並
な

みが残
のこ

る「目
め

の字
じ

通
どお

り」と呼
よ

ばれる中
ちゅう

心
しん

街
がい

を
歩
ある

いていると、独
どく

特
とく

な形
かたち

をした屋
や

根
ね

が見
み

られることに気
き

づくだろう。屋
や

根
ね

の両
りょう

端
たん

を一
いち

段
だん

高
たか

くした特
とく

徴
ちょう

的
てき

な建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

は、「うだつ」と呼
よ

ばれる。本
ほん

来
らい

、火
か

事
じ

の際
さい

に隣
りん

家
か

からの
火
ひ

が燃
も

え移
うつ

らないようにする防
ぼう

火
か

壁
へき

としてつくられたが、
次
し

第
だい

に和
わ

紙
し

産
さん

業
ぎょう

などで財
ざい

をなした豪
ごう

商
しょう

たちの富
とみ

の象
しょう

徴
ちょう

と
して、競

きそ

うように装
そう

飾
しょく

性
せい

の高
たか

いものがつくられるように
なった。うだつの意

い

匠
しょう

は、その家
いえ

の財
ざい

力
りょく

やつくられた時
じ

代
だい

によって異
こと

なる。一
ひと

つひとつ見
み

比
くら

べてみるのも面
おも

白
しろ

い。
中
なか

でも、1773年
ねん

頃
ごろ

に建
た

てられた酒
しゅ

造
ぞう

場
じょう

の起
むく

り屋
や

根
ね

（中
なか

ほ
どが盛

も

り上
あ

がった屋
や

根
ね

）とうだつは、ひときわ目
め

を引
ひ

く。
目
め

の字
じ

通
どお

り周
しゅう

辺
へん

には、古
ふる

くからの町
まち

家
や

を改
かい

装
そう

した茶
ちゃ

店
みせ

や飲
いん

食
しょく

店
てん

、和
わ

紙
し

製
せい

品
ひん

の店
みせ

などが並
なら

ぶ。町
まち

を散
さん

策
さく

しながら
うだつのある美

うつく

しい町
まち

並
な

みを眺
なが

めて甘
かん

味
み

を楽
たの

しんだり、
美
み

濃
の

の地
じ

鶏
どり

やアユ、山
さん

菜
さい

などの自
し

然
ぜん

の味
あじ

わいを堪
たん

能
のう

。お
みやげには、優

やさ

しい風
ふう

合
あ

いを生
い

かしガラスにも貼
は

れる装
そう

飾
しょく

和
わ

紙
し

やモビール、和
わ

紙
し

糸
いと

を用
もち

いた靴
くつ

下
した

やタオルなど、
和
わ

紙
し

の奥
おく

深
ぶか

い魅
み

力
りょく

を感
かん

じられる品
しな

々
じな

が、豊
ほう

富
ふ

に揃
そろ

ってい
る。
少
すこ

し足
あし

を延
の

ばして長
なが

良
ら

川
がわ

沿
ぞ

いを歩
ある

けば、真
しん

紅
く

のつり橋
ばし

や船
ふな

場
ば

跡
あと

に残
のこ

る石
いし

造
づく

りの灯
とう

台
だい

が往
おう

時
じ

をしのばせる。豊
ゆた

か
な自

し

然
ぜん

美
び

と歴
れき

史
し

が育
はぐく

んだ美
うつく

しい町
まち

並
な

みを持
も

つ和
わ

紙
し

の里
さと

へ、
足
あし

を運
はこ

んでみよう。

目の字通りに並ぶ伝統的な建物群。屋根の両
端にうだつを持つ　左／かつて米屋を営んで
いた家　右／界隈でも珍しい形のうだつ

上左／紙漉き工程の一つ「ちりとり」作業。
繊維についたゴミを丁寧に取り除く　上右／
繊維を絡ませるトロロアオイの根をふやかし、
濾す　下／共同工房で紙漉きをする若手職人
たち。左から保木美保さん、高橋まゆみさん、
家田美奈子さん、杉本和香奈さん

左／この地方の物資輸送の拠点だった川湊灯
台。今も灯がともる　右／窓に貼る装飾和紙。
「カミノシゴト」では、美濃手漉き和紙の商
品が豊富に揃う
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ニッポン

「提
ちょう

灯
ちん

」は、和
わ

紙
し

を貼
は

った竹
たけ

の骨
ほね

組
ぐ

みの中
なか

にろうそ
くを入

い

れてともす日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

的
てき

な照
しょう

明
めい

具
ぐ

で、使
つか

わな
い時

とき

は小
ちい

さく折
お

り畳
たた

み、携
けい

行
こう

もできる。
木
き

枠
わく

に紙
かみ

を貼
は

った灯
とう

籠
ろう

を応
おう

用
よう

し、現
げん

在
ざい

とほぼ同
どう

形
けい

の提
ちょう

灯
ちん

が考
こう

案
あん

されたのは、16世
せい

紀
き

末
まつ

頃
ごろ

。以
い

後
ご

、さま
ざまな形

かたち

やサイズの提
ちょう

灯
ちん

に名
な

前
まえ

や家
か

紋
もん

を書
か

き入
い

れて、
手
て

に提
さ

げたり、軒
のき

先
さき

に目
め

印
じるし

のように吊
つ

るしたりして
使
つか

うようになった。神
かみ

や祖
そ

霊
れい

を迎
むか

える儀
ぎ

式
しき

のための
色
いろ

鮮
あざ

やかな提
ちょう

灯
ちん

も加
くわ

わり、日
に

本
ほん

の住
す

まいの内
ない

外
がい

を多
た

提
ちょう

灯
ちん

折
お

り畳
たた

める紙
かみ

のあかり

彩
さい

な提
ちょう

灯
ちん

が飾
かざ

るようになる。
照
しょう

明
めい

が電
でん

灯
とう

に取
と

って代
か

わられて久
ひさ

しい現
げん

代
だい

でも、
提
ちょう

灯
ちん

は役
やく

割
わり

を終
お

えていない。日
に

本
ほん

料
りょう

理
り

店
てん

や居
い

酒
ざか

屋
や

の
看
かん

板
ばん

に、商
しょう

店
てん

街
がい

や夏
なつ

祭
まつ

りの飾
かざ

りにと、日
に

本
ほん

らしさや
祝
しゅく

祭
さい

のイメージを付
ふ

与
よ

する装
そう

飾
しょく

として欠
か

かせない。
おみやげとしても人

にん

気
き

が高
たか

く、地
ち

名
めい

や浮
うき

世
よ

絵
え

が描
えが

かれたポップな提
ちょう

灯
ちん

は、観
かん

光
こう

地
ち

に必
かなら

ずといっていい
ほど並

なら

ぶ定
てい

番
ばん

だ。ろうそくはともさなくとも、日
に

本
ほん

情
じょう

緒
ちょ

あふれるインテリアとして楽
たの

しむことができる。

撮影●川上尚見　写真提供●Getty Images、PIXTA
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